築山山水伝

築山山水を作る法

１，守護石

· 概要

守護石の置き方

■口語訳

庭の正面の奥程に据えてある石がある。これを主人守護石という。この石を始めに据え、その次に山を築き、木を植える。この守護石の下に蓮花石を立て添えるべきである。

２、滝副の石

· 概要

滝副の石の置き方

■口語訳

滝口に石を立てる。これを滝副の石と言う。その左右に童子石を据えるべきである。童子石は八つ、四つ、二つといった具合に添えるべきである。これは滝副の石の下に据える石である。上記の石の据え方は作者の考えによる。

３、蓬莱山

· 概要

蓬莱山と役石の置き方

■庭の中央に島を作る。これは蓬莱山を言う。その形は亀にている。故に亀頭石、両手石、両脚石、尾崎石、などがある。これらの石の立ち姿は大事である。必ず松を植えるべきである。もし木を植えるときは亀形の石を立てるべきである。

４、二神石

· 概要

二神石の置き方

■口語訳

庭の前方、左右に必ず二神石を立てるべきである。これを二柱石ともいう。石の形により二つ三つ副えることは作者の考えによる。
５、滝口石

· 概要

滝口石の種類

■口語訳

滝口石に水受石、溪副石、波分石、水分石が必ずある。庭の構成要素の中で滝口は特に重要である。

６、橋

· 概要

橋の懸け方

■口語訳

庭に橋をかける所は、必ず川裾、中ほどにあるべきである。滝口に橋をかける事は一向にかまわない。ただし、大きな庭で滝の上の高山などに枯木等を用いてわたす事がある。これは猿などがつたって行く様子をまねて用いたものである。

７、川裾

· 概要

川裾の位置

■口語訳

川裾を水吐けともいう。滝口が南にあれば水吐けは北の方にあり、川裾を從多流とも言う。

８、川裾の役石

■概要

川裾にある役石の種類

■口語訳

水よけの石　落水石　浪受石　塵流石　木葉返石　水門石など。

９、客人島

· 概要

客人島とその役石

■口語訳

庭の両端に必ず二つの島がある。端の方にある島を客人島という。この島に客拝石、対面石、履脱石、鴎宿石、水島石が必ずある。

１０、主人島

· 概要

客人島とその役石

■口語訳

庭の両端に必ず二つの島がある。奥にある島を主人島という。この島に安居石、腰息石、遊居石などが必ずある。

１１、礼拝石

· 概要

礼拝石の置き方

■守護石の前に必ず礼拝石がある。石の大小によって、一つの石組、二つの石組、三つの石組もあり、この守護石の本名は三尊石という。この石の背後に山があり、もし山がなければ木を植えて代用するべきである。

１２、築山の役石

· 概要

築山の役石の種類

■左右の奥にある築山には山頂石、山腰石、嶺脚石、慶雲石、霧隠石、晴月石、月陰石（月呑石ともいう）等があり、又山路に道居石、行路石などがある。ある説では月陰石を呑影石とも言い、これは西山に用い、吐影石は東山に用い山の頂にある。石の数の多少は真行草の型によって変えるべきである。山間の木の本に上坐石があり、これは秘石である。

１３、石橋

· 概要

石橋の置き方

■石橋には必ず橋挟みの石が四つ、場合によっては三つ、二つもある。水際の石を遊漁陰といい、下の

１４、立石の名の事

· 概要

立石の名前一覧

■口語訳

鴛鴦石（水中にあり）水禦石（河裾にあり）、滝副石、垂釣石（峯にあり）、盃帯石（島にあり）、筆架石（島にあり）、怒濤石（水洗いにあり）、硯用石（路又は島にあり）、虎豹陰石（谷にあり）、虎渓豹陰石（山路にあり）

１５、立石陰陽に事

· 概要

立石の善し悪し

■口語訳

背が高い石は皆陽である。滝口は水を司る所なので陰である。故に滝口の石を高く据えようとするのは陰陽和合を計っているのでよい。横に長い石は陰である。草木も立てに伸びているのを陽とし、横に伸びているのを陰とする。縦にも横にも伸びていない（つまり立石、臥石どちらでもよい）石は陰陽和合の石である。また、川除けの石はいくら数があっても名石には数えない。

１６、山水島の名事

· 概要

島の種類

■口語訳

吹石島、浪寄島、打寄島、中島、客人島、主人島、山下浜、洗浪などがある。上記の島ごとに石が据えてある。

１７、石の生来

· 概要

石の生来

■口語訳

大きい庭には山影（山裾）、谷あい、田畑などから持ってきた石がある。またこれらの石は河裾に用いることもある。

１８、塩浜の石

· 概要

塩浜の石の禁止事項

■口語訳

塩浜に立石をもちいてはいけない。塩の干潟は必ず石がない。また、入江の風情を出すために芦、杜若、菖蒲などを植える。

■リファレンス

・しお‐はま【塩浜】（しほ‥）

「しおばま」とも)海水を日光に干して塩をつくるための砂浜。塩田。塩場。

１９、木を植る心得の事

· 概要

樹木の植え方

■口語訳

棕櫚（シュロ）、南天、五葉、松、柏、槙。これらは島に植える。

杉、枇杷（ビワ）、檜、白檀、椿（ツバキ）、柊（ヒイラギ）、石南花（シャクナゲ）、蜜柑、桑

これら常磐木は山峰に自生している。よって築山がなくとも山嶺の代用となると考えるべきである。

紫蘭（シラン）、紫苑（シオン）、菊、玉簪（ギョクシン）、芍薬（シャクヤク）等は、島、谷あひに植える。

枸杞（クコ）葛、栢（カシワ）、楓、女郎花（オミナベシ）、は山にあり、藜（アカザ）、芦、は島山河にある。

花丁子（ハナチョウジ）、栂（ツガ）、藤、百合（ユリ）草、山などにあり、蓮は沢にあり、芙蓉（フヨウ）、銀杏、伊吹、躑躅は山又は島にある

その他、名草名木は特別である。おおよそ心得ておくべきことは上記の事柄であり。これもってよくよく考えて植えるべきである。

■リファレンス

・ときわ‐ぎ【常磐木】（ときは‥）

松、杉などのように、年中その葉が緑色をしている樹木。常緑樹。冬木。

・こ‐じつ【故実】

１ 儀式、法令、軍陣、作法などの先例、典故、故例。先例となるに足りる事例。また、それに通暁して、実状に照合し、先例の適否の判断能力のある人。

２ 心得ておくべきこと

· ２０、庭の地取り

· 概要

庭の地取り方法

■口語訳

庭の面積が広くても狭くても左の図を参考にして地取りをし、作庭するべきである。真行草によって山も島もない事がある。真行草の方法（型）、左の図をもって考え知るべきである。横へ広くとも奥え深くあっても図の格式を参考に作庭するべきである。

· ２１、九字の石

· 概要

九字の石の置き方

■口語訳

庭造りは公家、武家、寺社といかなる身分の者でも平等で同じであると言うけれども、武家の庭には九字を表す石の約束事がある。石を四つ立石にし、五つ臥せる石ではなく、これらの石は添え石に用いるべきである。立てる石四つ、平らな（臥せる）石五つである。立石でも臥石でもない石は横竪石ではない。

· ２２、寺院の九字の石

· 概要

寺院の九字の石

· ■口語訳

寺社の庭にも四竪五横を用いるべきである。

· ２３，呂律の石立様の事

· 概要

呂律の石の置き方

■口語訳

律はよくする（能）事をいう。また、石がかけている所には添石を立てるべきである。とにかく作法にかなった揃い整っている石を律という。

呂は一つの石組みに二、三ヶ所に間を五、六寸或は一尺（30cm）ほどあけ切々に石を据えることを言う。呂は陰であり凶である。しかし、陰陽二つが揃って万物は成り立っている。よって呂石は山陰などに据える石である。

■リファレンス

・い‐ぎ【威儀】（ヰ‥）

１ 動作、姿勢、容姿あるいは儀式などが正しい作法、礼式にかなっていること。また、そのような様子や、作法にかなった重々しく威厳のある立ち居振舞い。仏教では行、住、座、臥を特に四威儀という。

・ぐ‐そく【具足】

１ (—する)物事が十分に備わっていること。揃い整っていること。

· ２４、寺院の庭の秘事

· 概要

上坐石について

■寺社等の庭には一つの秘伝がある。山の麓に木を植えてその下に平らな石を据える。これを上坐石という。客人島、主人島にその石はある。その石が据えてあるところが一番の中心である。別にもう一ヶ所を造り石を据えるべきである。

· ２５山水五大配当の事
· 概要

五大（地、水、火、空、？）と庭

■概要

庭は地、海水は水、花木は火、木、草、枝、葉の色は空である。

· ２６、山水相生の事
· 概要

庭の配置

· 口語訳

新しく庭を作る人は、性格に合わせて作るべきである。火性の人は南に山を作ればよいので北向きがよい。水性の人は北に山を作るので南向きがよい。木性の人は東に山を作るので西向きがよい、金性の人は西に山を作るので東向きがよい。

